
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

一

七

九

号

外
務
省
報
償
費
の
官
邸
へ
の
上
納
に
係
る
外
務
大
臣
の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
報
償
費
の
官
邸
へ
の
上
納
に
係
る
外
務
大
臣
の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
六
七
号
）
で
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、
「
か
つ
て
外
務
省
の
報
償
費
が
総
理
大

臣
官
邸
の
外
交
用
務
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
外
務
省
に
お
い
て
判
明
し
た
。
」
と
、
過
去
に
外
務
省
に
お
け

る
報
償
費
、
い
わ
ゆ
る
機
密
費
が
首
相
官
邸
に
上
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
右
の
事
実
は
、
前
自
民
・
公
明
政

権
で
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
前
政
権
は
国
民
に
「
上
納
は
な
い
」
と
ウ
ソ
を
つ
き
、
国
民
を
騙
し
続
け
て
き
た
。
国
民
に

対
し
て
情
報
を
開
示
し
、
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
言
う
、
岡
田
大
臣
率
い
る
現
在
の
外
務
省
、
並
び
に
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の

姿
勢
を
、
当
方
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
二
二
号
）
を
踏
ま
え
、
岡

田
大
臣
に
再
度
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
の
機
密
費
が
首
相
官
邸
に
上
納
さ
れ
、
外
交
用
務
と
し
て
使
わ
れ
る
と
い
う
慣
行
は
い
つ

か
ら
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
か
、
ま
た
、
右
の
時
期
に
、
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
外
務
省
機
密
費
が
首
相
官
邸
に
上
納
さ

れ
て
い
た
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
を
改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
か
つ
て

外
務
省
の
報
償
費
が
総
理
大
臣
官
邸
の
外
交
用
務
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
外
務
省
に
お
い
て
判
明
し
た
。

こ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
報
償
費
と
い
う
経
費
の
性
質
上
、
ま
た
、
過
去
の
政
権
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

一



か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
松
尾
元
外
務
省
要
人
外
国
訪
問
支
援
室
長
に
よ
る
公
金
横
領
事
件

以
後
は
外
務
省
の
報
償
費
が
総
理
大
臣
官
邸
の
外
交
用
務
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
を
改
め
て
確
認
し
た
」
と
あ
る
が
、
右
の
確
認
作
業
は
具

体
的
に
ど
の
様
な
方
法
で
行
わ
れ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

一
の
答
弁
に
は
「
過
去
の
政
権
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
る
が
、

前
政
権
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
現
在
も
政
府
の
職
員
で
あ
り
、
当
時
を
良
く
知
る
者
等
の
関
係
者
に
話
を
聞
く
こ

と
で
、
あ
る
程
度
の
概
要
を
つ
か
む
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
の
か
。
岡
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
福
田
康
夫
元
内
閣
官
房
長
官
が
、
国
会
の
場
で
六
度
に
渡
り
、
「
上
納
の
慣
行
は
な
い
」
旨
、
国

民
に
ウ
ソ
を
つ
い
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
岡
田
大
臣
及
び
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前

回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
発
言
が
か
つ
て
外
務
省
の
報
償
費
が
総
理
大
臣
官
邸
の
外
交
用
務
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
こ
と
を
承
知
の
上
で
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
発
言
の
趣
旨
は
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

と
答
弁
し
て
い
る
。
簡
潔
に
言
う
な
ら
ば
、
右
答
弁
は
岡
田
大
臣
と
し
て
、
過
去
の
福
田
元
長
官
の
答
弁
は
虚
偽
で
あ
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二



四

当
方
と
し
て
も
、
ま
た
大
多
数
の
国
民
も
、
機
密
費
の
意
義
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
機
密

費
の
原
資
が
国
民
の
尊
い
税
金
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
時
、
政
府
は
出
来
る
限
り
、
国
益
を
害
し
な
い
範
囲
で
、
そ
の
使
途

等
に
つ
い
て
国
民
に
説
明
す
る
責
務
を
負
う
。
前
回
質
問
主
意
書
で
触
れ
た
福
田
元
長
官
の
答
弁
は
、
結
果
的
に
国
民
を
欺

き
、
機
密
費
、
ひ
い
て
は
政
府
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
落
と
し
、
国
益
を
損
ね
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
が
、

岡
田
大
臣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


